
向日市立第６向陽小学校 PTA 平成 21 年度 京都府 PTA 研究大会 第 1 分科会「組織･運営」の発表 
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2.ＰＴＡの活動 
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3.組織について 

 

 

 

 

 

 今回、第 1 分科会で発表させて頂くことになりました向日市立第 6 向陽小学校ＰＴＡ

会長の小林純子です。 よろしくお願いします。 

  

まずはじめに、本校の立地なんですが、山の上に有り、資料の写真の通り三方を竹薮

に囲まれていて、とても自然に恵まれた素敵な環境です。 

 子ども達は、毎日急な坂を上り登校し、昼休みには、学年に関係なく一緒に遊び、男

の子達は、木登りをしたり、ザリガニ釣りをしたりして、みんなのびやかに、元気に育

ってくれているように思います。☆ 

学校のめざす児童像は（自ら生きる子） 

学びいきいき ： 自ら学び、豊かに表現する子 

心いきいき  ： 人間性豊かで思いやりのある子 

体いきいき  ： 運動・遊び･健康づくりに励む子 

ということを掲げられていて、楽校共育を目指されています。 

その点からも、本校の子ども達は、とてものびのびと学校で過ごしてるのではないかと

思います。 

また、保護者の方々が地元出身の方が多いのも本校の特徴ではないかと思います。わざ

わざ地元出身と言わせて頂いたのは、記載の通り本校は、2つの学校から分離されてでき

た学校ですので、丁度分離の前後の時子どもだった方々が、今本校の保護者になってお

られる方が多いからです。☆ 

 

 ＰＴＡ活動を行っていくうえで、私たちが、もっとも必要だと思っていることは、人

と人とのつながりを大切にすると言うことです。子ども達が、なんでも話せる新しい友

達をどんどん増やしていくように、いろいろなＰＴＡ活動の場が、親同士の友達を作る

場になればと思っています。親同士が仲良くなることで、子ども達をより多くの目で見

守ることができるのではないかと思っています。 

 それを踏まえてＰＴＡ活動の基本目標は、☆ 

１.おもしろ、楽しく、学びのあるＰＴＡをめざします。☆ 

２.子ども達と保護者が一緒に遊び、学ぶ企画・運営をします。 

３.「家庭」「学校」「地域」の連携・協力を深め、児童の安全で安心な環境をつくる活動

をします。☆ 

４.学校と一緒になり、ＰＴＡ活動のおもしろさや楽しさを伝えるよう努力をします。 

５.安全で安心できる学校環境の向上に努力します。☆ 

を掲げて活動しています。☆ 

 

 本校の児童数は、３４８名 ＰＴＡ会員数は、２９１名で比較的人数の少ない学校で

す。 

詳細については、資料に明記されている通りです。☆ 

学級委員は、児童１人につき、１回することになっています。３人兄弟なら３回学級

委員をすることになります。委員の人数が３～４名となっているのは、基本１クラス３

名なのですが、学年により児童数のバラつきがありますので、各学年の児童数が６１名



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.運営について 

 

 

 

 

 

5.活動内容につい
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以上いる場合は、1クラス４名となっています。 

 地区委員は、兄弟が何人いても一世帯１回となっています。本校は、４区制に成って

いるのですが、地区によって世帯数が、かなり違うため、地区委員の数もそれに伴って

１区は４名、２区８名、３区９名、４区５名となっています。 

 また本部役員は 7 名で、任期として決まっているわけではないのですが、暗黙の了解

で、皆さん２年以上させて頂いています。その結果１年目の人と２年目の人が３人、４

人と上手い具合に回っていき、２年目の人達が１年目の人達を引っ張って行く形になっ

ていて、とてもやり易い環境になっています。この形を作ってくださった先輩達に感謝

です。 

 組織図の中で少し分かりにくいかもしれませんが、広報委員、親子共育委員、安全・

指名委員は、学級委員、地区委員の委員長、副委員長以外の方の中から選ばれますので、

委員長、副委員長以外の方は、みなさん二つの委員を兼任することになっています。 

例えば、Ａさんは、６年生の学級委員でもあり、親子共育委員でもあるというようなこ

とです。☆ 

 

詳細は資料に明記の通りです。 

総会までの流れは、各委員会でとりまとめされてきた内容を、企画委員会で話し合い、

総会に持っていくというかたちになっています。 

企画委員会の構成メンバーは、各委員会の委員長、副委員長、本部役員、各サークルの

代表、学校代表となっていて、年２回、総会前に開きます。☆ 

 

本部が企画運営している中でもっとも大きい行事が、親子フェスティバルです。昨年

の参加者数は、児童２５９名、ＰＴＡ会員１８０名（先生１９名含む）未就学児１０６

名 未就学児保護者３８名 その他地域の方々６４名 合計６４７名とおよそ全校生徒

の倍の方々が参加してくださいました。 

この中の未就学児については、地区委員の方々が、来年度入学予定の新入生のお宅に

一軒一軒手渡しで案内を配ってくださったお陰で参加して頂けたものです。☆ 

また本部メンバー全員が、１～２部を担当して作っている本部ニュースは、８月に第３

１回全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクールで奨励賞をいただきました。 

ＰＴＡ会員の方々に読みやすく分かり易い広報紙をと、取り組んできた結果がこのよう

に評価され、とても嬉しく思います。☆ 

学級委員が、企画運営している学年行事は、年に２～３回行われるのですが、どの学

年も充実していて、ミニ運動会があったり、子ども達が作った野菜などを使った収穫祭

があったり、工場見学があったりと、とても多岐にわたっています。☆ 

その中でも、６年生の保護者だけで企画運営される夏の学校という学年行事は、午後１

時ごろから始まり、オープニングイベント、プール遊び、コーナー遊び、保護者手作り

の食事やデザート、☆夜には、校舎を使ったお化け屋敷、キャンプファイヤーや花火と、

小学校最後の夏休みを、思い出深いものにするイベントが代々受け継がれています。夏

の学校に一緒に来ている兄弟の子達は、自分の時は、「こんな風にして欲しい」と６年生

に成るのを楽しみにしてくれています。☆ 

 地区委員会の取り組みの中でも地区清掃や地区プールなどは、委員の方々の地道な呼



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.成果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.今後の課題につ

いて 

 

 

 

 

 

8.おわりに 

びかけのお陰でボランティアの参加者が多くとてもありがたいです。☆ 

 広報委員の広報紙は、本部ニュースと内容が重ならないように、新年度の先生紹介や

各学年の取り組みなどを書いて頂いています。☆ 

また「親ちから」をつけ親子で共に育っていけるように、とこだわって名前を付けた親

子共育委員は、障害教育委員から名前を変更しましたので、必ず特別支援教育の学習会

を取り入れるようにと明記し、取り組みをしています。 

そして安全・指名委員。特に大変な本部役員決め。指名委員の皆さんが、ＰＴＡ会員全

員からこの人をと思う人を投票して、次期本部役員候補を選び、お願いをしに行ってく

ださいます。そのお陰で、現本部役員が直接次期本部役員をお願いしに行くことがほと

んどなく、広くいろんな会員の方々の中から本部役員に成って頂けてとてもありがたい

です。 

時期本部役員を決めるにあたって、指名委員、推薦委員はあるけれども機能していない。

結局会長が自ら何人もにお願いに行った。知り合いの知り合いに頼んだ。などよく耳に

することがありますが、本校は、指名委員さんがしっかり役目を果たして頂いているお

陰で、とてもスムーズに役員交代が出来ているように思います。 

以上のように委員ごとの役割分担がしっかりなされているので、本部役員だけに仕事が

偏ることなくＰＴＡ活動を楽しんでいただけているのではないかと思います。☆ 

サークル活動は、おはなし会だけは、歴史のあるサークルですが、後の３つはここ１、

２年で増えたものです。どのサークルも活発に活動して頂き、保護者同士の友達を作る

場としてとても大切な存在です。☆ 

 

親子で楽しく参加していただける行事や活動を多く取り入れたお陰で、色々な行事への

関心が高まり参加人数が増え、とてもうれしいです。 

また昨年、低学年の子ども達が、トイレが怖くて家まで我慢して帰るという声を聞いて、

少しでも怖がらずにトイレができるようになってほしい。と子ども達の大好きな絵本の

絵を、ペンキが早く乾くだろう夏休みの間に描いてみました。手探り状態で取り組みま

したので、子ども達がどんな反応をするのか心配でしたが、2学期の初日にトイレに来た

子ども達の歓声を聞ききやってよかったなと思いました。子ども達から次は、何処のト

イレに書くの？とリクエストをもらったので、毎年 1 箇所ずつ絵を増やしていっていま

す。☆ 

 

学校が山の上にあるということもあり、１学期に２～３回１週間ずつ期間を決めて取り

組んでいる安全・健康ウォーキングの参加者がなかなか増えず、立地的には、参加しず

らいかもしれないのですが、登下校の安全に対するＰＴＡ会員の意識を高め、参加者が

増えるように工夫していきたいと思います。 

また、6向小見守り隊の方の高齢化による人数の減少傾向がある為、増員に向けてさらに

広く呼びかけ、地域に浸透させていきたいと思います。 

 

 本校のＰＴＡ会員の方々は、地元出身の方が多いからと言うわけではないかもしれま

せんが、協力的な方が多くＰＴＡ活動をしていく上で、とても恵まれていると思います。

地区清掃も、トイレに絵を書く活動も、地区プールも、親子フェスティバルでのカレー



作りも、すべて会員の皆さんのボランティアによって成り立ってます。 

私自身が、昨年からＰＴＡ会長をさせて頂いて、何とかやってこれているのは、色んな

方々の支えがあってできているものです。いろいろな活動をしていて、一番嬉しかった

のは、「本部さんがいつもとても楽しそうだから、私も参加してみようと思った」と言っ

て頂けたことです。何かの役に当たってそれをしかたなくするのではなく、せっかく選

ばれて、頂いた役ならみんなで楽しみながら、より良いものを作り上げて行ければいい

なと思います。☆ 

 ＰＴＡ活動は、☆色々な方に支えられて☆成り立っていると思います。☆これからも

《人と人のつながり》を大切に☆ＰＴＡ活動をみんなで楽しんでいきたいと思います。

 

以上で発表を終わらせて頂きます。ご清聴ありがとうございました。 

 


